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I 差別事象の概要

1 発生日時 2019年11剛3日（水） 16： 10頃－んの部落差別にかかる講演会
終了後から終礼開始までの時間）

発生場所 I

内 容

(1)当日、 14:30～16:05に実施したーさんの部落差別にかかる識演会の感想
(講演への高評価･勝さんのツイッターをフォローするかについての意見交換など）
を生徒Aと5名(B~5~C･D･E・F)洲 緬語り合っていた｡
その後、生徒Aが生徒Bに対して､l －~－ |発言しながら軽く胸を
押した。 〆､患､．“

2

3

｢それは言いすぎじゃないか と応えた。(2)これに対して、生徒BIま

(3)生徒Aはこれを聞いてド Iと思った。
(4)上記の6名の糊では、じゃれ合う（互いに胸を軽く突いたり、肩を軽く叩く）前に
は、仲間の1人が嫌がるような言葉（例えば前の彼女の名前など）を発することが
習慣化していたようである。 （嫌な言葉を言われた生徒が、発言した生徒に対して
「何だよ」というような感じで相手の胸を突いたり、肩を叩いてじゃれ合いが始ま
る。 ）

、

4発生までの経緯

（加1/29（金）全校生徒対象のいじめアンケート配付。
(2)12h(*)~いじめ対策委員会で個収アンケートの記載について確認。
(3)I 麺生徒から多くの「いじめられた」 「いじめを見たj回答があることが判
明。同クラスにおいていじめに関する事情聴取を大規膜に行うことを決定｡．
(4)12/11 （水）放課後、同アンケートによって、いじめの加害者と想定された生徒3名
(A･B．C)から事情聴取。
(5)12/12（木）8： 10～9':00、生徒指導主任の指導によりクラス全員が『いじめを
した』 、 『いじめを受げたj ， 「いじめを見聞きした」内容を記述。

犠響鰯簔辮鰡鐵蕊: 『部落差別"講演会があつ±Iと言っていたのがあまり良い気持

（8聯言葉ﾃ齢0学鎚難星織1鴎精聴取｡生徒Aの発言であることが
（9柵3(金) 8:40､生徒Aから事情聴取｡上記が判明。

5発言者（生徒A)の振り返り

〔2019.12．
今圃≦僕は

函q ■

I

〔2019. 1217聴取内容〕
(前略）部辮蕊別にかかる識淡会が終わり、 I
その雷葉をBくんを押すと濁時に震った。

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
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Ⅱ経過報告

月日 内容
I

巳

|教頭割人権伺和教育課(以下『人同課』 )指導主事（差別事象発生について電話で説明）

教頭一人同課指導主事（発言生徒からの聴取内容送付）

校長→人同課訪問（差別事象発生の報告）

校長雪部落解放同盟大分県連合会（以下「県連｣）訪問〈差別事象発生の報告） ’
校長・人権教育主任菫ｳ古森支部幽 醗方間（差別事象発生の報告）

校長・人権同和教育推進リーダー今鶴居文化センター中尾館長訪問（概要説明）

校長・人権教育主任=ｳ三保文化センター野依館長訪問（概要説明）

校長・人同課長・指導主事今中津市学校教育課訪問（概要説明・今後の方陶性協議）

12月13日(金）12月13日(金）

’

12月].6日(月）12月16日(月）

12月17日（火）

12月18日（水）

12月19fI (木）

12月26日(木）12月26日(木）
校長=>県連訪問

』

｡

校長･人権同和教育推進ﾘｰﾀｰ今高瀬支謝ヨ
~~

訪問〈差別事象発生の報告）

12月27日(金)’
1月8日（水） 1

1月'0日（金） ’

1月22日(水) ｜
'月24日(金) ’

1月30日(木）1月30日(木）
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Ⅲ差別事象が発生した理由とその背景
1 理由

$易－

(1

(2

を痛感させられるものであり、当該生徒が発旨導の安の(3>上記のいずれも
言するに至った責任は重い。

2背景

(1)全校生徒の意識について
今回の差別事象を受げて、 12/23に全校生徒対象のアンケートを実施した。 （資料P1～）

-か。 」 （資料P3)#こおいて、ほぼどの学年でも
r超えていることば、本校の部落箇頴学習が
ことを示しており、重大な課題である。

ア鴎7「部落差別は今でもあると思いますか。 」 （資料P3)#こ劇
『ない」 「わからない」の合計が20%を超えていることば、

から出発できご画,､ない『美別の現実』

、問8では、部落差
度であり、部落悶頴
ることを示してい

して能動的でばあるものの、また、問10によると部落差別の学習に対
別の解消について、 『解消しない」 「土
葬解決すべき社会課頴として認識できて

イ

る。

(2)教職員の意識について
今回の差別事象を受けて、 12/17腫全鞠職員対象のアンケートを実施した。 （資料P5)
また、 12/24の教職員研修会でも本校の部落問題学習に対すぉ意見を出し合った。

とは言
る包括

ア特に若い世代の教縦員において
えず、その要因の一つとして、

ことが想定される。hガキロミ に乏しい

により生徒を指導することができていない、ホームルーム活勤の塗備時間が十~~ ~ 一一二 一 一 ■･一 ら一上一 ■ 画一…ｲ堂習不足1
分でない、 など、本校としての寶任を指摘する掴生徒の心に響く伝え方ができていない~
答が寄せられた。

であることを教耽員全体で確認すべきだというこ部落問題は解決すべき社会課題ウまた、
とも指摘された。
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(3)1年生の意識について

人権・同和教育課では、 2017年度から県下一斉の塙校1年生の部蕗差別に関する調査」
（前述）を行っている。 （寛料”～）

これ陸よると、中津市のア 数値はおお才↑ 宮
平均の空 交生の数値Iで

津市のそれとぼぽ同じで温蔑亭市の孟処と』童屋回_墜童透皇画一特に、 【1】
メやケガレについての学習履駒~の朔直は

に、 【'I ｢部藩差別にっ､I部漣差別について学んだj 、 【5】 『キ
の朔直は低いものとなっている。

ヨ

イ【6】 「江戸時代の身分制度についての学び」では、 「学んだことをおぼえている」生
徒は53％であるが、 「学んだ皇_と"｣の定義が「学んだ知識」と「学んだ経蕊」のいずれ
なのか分かりづらく、人権‘同和教育課への確認が必要であったと病感している。

ウ中津市の19】 「教科書無償化」についての数値は、全県のデータより20%以上高く、
以下に述べる中学校での学びが機能していることが推測できる。

(4)中学校での部落問題学習について

2018年度には市教委の働きかけもあり、中津地区の市人研と高人伺研によって、小中高
の部落問題学習をつなぐ系総表(資料P8)を作成した。

；

ア今回の誌別事象を受けて、本校
確認した。その結果、ほとんど
践されているとの報告を受獄た

は

の

・
つ所要時間についてIま彊言 を行

イなお、なお、 前述した職科書無償化j
化しているとのことである。

については、 各学校での教科書配付そのものを教材
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Ⅳ差別事象後の取組
五一

第1回校内報告会〈教頭＝全職員に差別事象発生の報告）

教員対象アンケート実施

－､一一‘一一

I
12月17日(木）

~~~~~~

! ‘倉ﾉ可↓‘H､"i､' |教員対象アンケート実施

1 12月18日（水）第1回PT(プロジエク}､チーム）会議

､ 12月20日（金）第2"PT会議

1” 2． 3年生対象アンケート実施
÷ ‘-- -･△･･--..-二･･P･全---＝一一ｰ~軍一一一趣一陣ｰ~“一出

第3回PT会議
12月23B(月）

第1回教職員研修会（13：30～15：00） （資料P13｡22)
1目的
(1)今回の差別事象に対する全職員の分析と考察を共有し、今後の研修計画
の資料とする。
(2)これまでの部落問題学習の在り方#こついて共通理解を図り、今後の部落
間題学習実施の資料とする．
2研修内容

臘塁綴喜辮耀撰謝蕊.考察についての共有"0分）

12月24日(火）

~12月27日（金）
］~月61ヨ(月）

第4回PT会議

第5EPT会議

①

■
卜

第2回校内報告会

第6回PT会議（藤本指導主事.

1月7日(火）

瀞鳶人教事務局員を招へい）1月9日(木）
苫ロ

1月15日（水) 11第7回PT会議
ｆ

第2回教職員研修会（15： 15～16：30） （資料P14｡23)
1目的

(1)執職員及び生徒対象のアンケート結果から、本校の魏伏を踏まえ全校で
部落問題学習に取り組む契雛とする。
(2)現在も部落問題があることを生徒に再認識させるとともに、人権感覚や
実践力の育成を促す手法を共有する。
2研修内容
!〈1)講義「部落悶魑についてj (講師|i 陰ん）

|繊繍襄菫善'壹淑潔容に関しての説明と協議

１
１
４
４

1月16日(木）

I

1月20日（月） リ第8EPT鋳議
1U

ホームルーム活動“人権講演会〈費料P15~
O事前ホームルーム活動14： 15～14:35
○人権識演会 14：45～15：35
○事後ホームルーム活動15：40～16： 10
1テーマ

部落問題について

24）
吾

2指導の立場
今闘の幾別辮熱運難み、生徒たちが改めて部落間遡腱対する態しい知識と判
断について学び、部辮差別をI3らの問題と捉えて蕊別をなく-ﾘｰための主体的

1月22日(水）

な行動を青成する。
3目標

解する。
が必要である

(1)
(2)
ことを理解する。

~~~~~~~~~~~~~
ﾆ ▲▲■＝■』 ｮ■ｰ一一■垂b■＝■ L凸=一＝一一一一一一一一一一一一一＝

3年生アンケート実施
ﾛ■
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i 1月23日(木) ||第9回1ｺT会艤
’ 2月4~日（火) II"'0"PT会議

ー

【1年ホームルーム活動】 （資料P17～"25)
1テーマ

部落悶題について
2指導の立場
生徒たちが
とを目指す
3目標

、差別をなくすための意識を持つこ
｡

(1) した上で、 その解消に向けた行動に移す■

ため、生徒の人権意識と実践力の育成を図る･

【2年ホームルーム活動】 〈資料P19～・26)
1テーマ

｜|擢饗墓歴史～近世から現代まで~」
2月5日(水）

(1
(2

(3 ｝
」

~ ■ﾛ

1． 2年生アンケート実施

第3回教職員研修会（霧：30～16：30） （資料P21 "27)
1目的

(1)今回の差別事象に関する一連の様々な取り組みについての成果や課題を
協議し、全校で部落悶題学習に取り組む姿勢を確認する。
(2)社会課題としての部落問題を解消するためには、どのような教育・学習
環境が必要となるかを協議し共有する。

2月7日(金）

●

2月10日（月） ''第11ElPT会議
"1413(金)1!第3回校内報告会 可
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V取組による変容

1 生徒の変容

(1)発言者の変容について
ホームルーム活励後の記述からは 落闇顎学習への精花二度と差別しないという決意 、

戎果と言える。アンケー}､回答の問11においては、実践力堕兆上が見られるのが』

(ｱ)ホームルーム活動（1/22）後の生徒Aの溌患~ ~ ~~

【もしも、自分自身や身の回りで、部落差別と思われることが起きた時、あなたはどのよう
な行動や態度をとろうと思いますか？】
もし、自分自身に部落差別と思われることが起きた時、今までの自分寡振り返り、二庵と同
E美敲ほ正胤iと念頭庭遭いそくまた一からしっかり…､深く学習をしていきま
す。自分は差別を絶対にしないと言う意識を友だち、家族、関係者の方にコミュニケーショ
ンや行動で示していくと思いました。 （後略）

(ｲ)アンケート （2/5）における生徒Aの回答一 詞一一

I ｢部
一

一
問5
－~ 一

I函’12.23
~

~~ ~~

二二問了『部落差別は今もある」

1麺| '2.23 1I
|問8「部落差別の解消に関して」

~ ’2．23 11
’
一

扇可12．23 I'' 2~扇I
~~~

■＝ F■ 虹

igW｢学校奮堕鄙落差別についてぬ学習」

’函
＝＝＝ｰ ~ 、一~~

12．23 1
問11 「差別のなし | ’
－

2．5

Ｉ

Ｂ

ｌ

Ｐ

Ｌ

ｆ

０

０

。

Ｉ

０

ｉ

■

■

，

Ｐ

ｑ

ｌ

Ⅱ

８

12．23

(2)生徒全体の変容(資料P1～）
成果ア

(ｱ)問7で問いかけた本校の重大な謨譲の一つである『部落差別力i現在主L厳盤上して存在する
芝ふう藷識j－で蔵､~ ~『ない丁~『わからない｣の合計ば2馳呈空血全皇漣坐した4-まち.睾
拝パトバスi－－－〕おﾃﾃｰの封ｲ宿恭赫小I _でいる還少瞳継続i多た部落閣頴学著の成果と受け止継続した部落問題学習の琿示王がるにつれてこの数値が減少していることば
めたい。

(ｲ)問8「部落差別の解消」について、 「解箔しない』 『わからない』の合計が3"廸過1塑立
へと半減した。

(ｳ)問11「人権問題の解決に向かう意欲」では部落問題を解決すべき社会課題と認識できてい
ない生徒（④③⑥の合計）が129血迦皇聖＆全と減少した。

鳶瀧端の上尉に聯7の對傭減減少した*､のの~ ]/22の人権講演会『人権教育は誰のため｣の(ｱ)前述のよう}こ間7の数値は減少したものの、 1/22め人権講演会

し

主眼が『部蒋差別の厳然たる存在」であったことを踏まえれぼ、
臺里旦百'n雷-f-j士i十錘塞

は、未だ瀝1職髄の生徒が『わからない』と圃答しており、
巻痛感さぜられ為。

｢解澗しない」の
として重_〈受け止

簿獄腿られたが、 ］螺生の(ｲ)WW8 I･部蒋薙別の解澗」 1こついだも数値の改
側籍ではわずか州の減少|蔦とどまって粘り、
ぬている。

本

属な為減ﾉj>春日指 必(ｳ)|淵1『人権問題の解決に向かう懲欲.iでも数値は減少したものの
蕊がある．
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教職員の変容

(1)PT(プロジェクトチーム）会議を中心とした取組
差別事象後の校内の取組のすべて獄PT(校長・教頭。主幹教諭・人権教育部（主任、係）
人権同和教育推進リーダー・資料作成補助1名）会議を中心にして行った。
各学年のホームルーム活動の原案ば、各学年の担当者によってPT会議に提案され、そこで
の指摘を学年に持ち帰ることを再三行った。これにより、各学年の当臺萱意識は高まり、崖
徒④堂ZXが充実したものとなった．

2

(2)教職員研修会
．教職員研修会を3度開
I2/24の段階では少数＃
る回答が増加したこと

を指摘す

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

あること。で

担任の協力が不副
屯
口
角
■

キ部落問題学習をホームルーム活動だけではなく、 教育活動全般で行うこと。
クとりわけ、 '、の懇 を青成することの重要性．1
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Ⅵ今後の部落問題学習推進の取組

1 本枝の部落問題学習推進体制

本校の部落問題学習の推進体制については資料P28～のとおりであるが、今回の差別事象を受
けて以下のとおり改善するものとする。

(1)ホームルーム活動を中心とした部落問題学習の推進

は、 1年次のホームルーム活動で部落悶題を取り扱わないまま全校
の識演会を実施したことである。今後は、 1年4月実施の全県アンー 一 一 圭 一 ▲ L ､ ■ 一

紫と Z

ア今回の大きな鴨題点
生徒対象の部落問題の郭ﾆｼIﾒ1ニハコ濁迅v琢脚1J1戸~1脚』

ケート結果を活用
部落差別Iについ

るが、今年度は水平社設立の経緯を映像を傭いながら学~イ2年次では、部落史を扱ってい
ばせることとした。これにより が准ん麓と思われるが、このよ§深い学び4

うな授業内容の刷栽にも取り組んでいくこととする。

(2)部落問題学習における中高の連携~

しては、 「中学1年次の「現在も厳然と存在する部落差瑚の学び』の前提とア前述した、
が不可欠である。

鯛急魚剛とが総鬘簔墨耐
－1､結果を高人間研が報告し、協議すると
、 2月には、市人研が中学校の学びの鐙と

言刃
雲

一

麦での学び

ることを予定し
ともに、年悶の
質を調査した結

年に2画（6月・2月）イ今後は、
ている。 6月は、全県アンケー
公開授業日程について確認し、
果を報告する予定である。

(3)学び続ける教職員集団の確立

鎌繍議饗鍵
ァアンケーI､により浮き彫りとなつ
え、本校所蔵の部薄問題学習関連の
（資料P36～)として職員室にまとめ、

踏ま
』

イ本校教職員の『一人一研修」 （資料P32～)は、長年継続してきた本校の部落問題学習の
成果であるが、職場への還流報告等が十分にはなされてない状況がある。よって、研修
後は互いの学びを共有するため、必式遠流報豈を行うこととする。

Ｉ

ウさらに、従来から購入している部落闇題学習の雑誌や新聞の掴髄機能を強化することと

熟辮彗難職,琴嘩獺撫烈中津地区高人伺研 嵩稜 副L
が
積極的な参加体制を図る

こととする。
"

､る。当会
ら詮本校
する方法

オ同研究会では、20年前から
では、地腫の方,々とのっな
の部落問題学熱こ反映する
を探っていきたい“
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(4)部落悶題学習の一般化・総合化(部落問題学習の成果を日常生活にどう生かすか。）

ア今回の差別事象を振り返るとき
が本校の課題であると嵩える。
教育課）から抜粋）によると、
｢紐錨理偲’の育成が不可欠であ

き、部落鰐題学習を|ﾖ常の実践力にどう結びつけるのか
‘以下（ 「人権の授業づくりのすすめかたI （人撚． |誹(人椛･ li司和

〕

,樵感営’l-と決に向か
る。

イそして、－[人握感覚｣_を構成する「人間の尊厳、自己の価値及び他者の価値を感知す
る感覚_lや『他考の痛みや感情を共感的に受容できる想像力や感受性」は社会生活の遜
本であり、その育成は「ホームルーム活動」以外の活動でも可能である。

ウまた、以下で_[迦的理鯉｣_の筆頭に挙げられている「自I
解j.はその性質からしても教育活動全体で育成されなけ＃
折し､公平で均衡のとれた結論を導く技能jはいわゆる］
れることが期待される。

エつまり、 「人権問題の解決;こ向かう実践力」の育成には、
した、各分掌、各教科など透行う学校全休の取總が必譲

、以下で-[迦的理鯉｣_の筆頭に挙げられている「自由

要な

、責任などの諸概念への理
はその性質からしても教育活動全体で育成されなければならず、 「複数の精報を分
、公平で均衡のとれた結論を導く技能jはいわゆる理系科胤の学習によって育成さ
ことが期待され為一

人権教育分掌 と並行

のである。

オそ芝で、来年度がらは、各分掌、掌、 各学年、各教科の
ることとする。その上その上

｢人権闇頴の耀決に向
一

で、 これを人権教育部がまとめ、 リ

年間計画の中}こ組み込むものとする。

狸鼬謹霊室ｵ唾い畳状態を掴椥し重這れ
･･当一一回芦一今壺二二＝？－口単とニニーーーーー＝－－－奉垂主客＝ど己三占志ふる三乙占ろづ二言.､葛=己一呉三も

童望圭し､道Qと感映反対に､こｵtが侵害
卓田室αb孟壼‐‐卓軍ニニニニ■■ｰー＝1－や‐‐一一口一一一←÷這鍾華一一一一一年鼻一一壷±一ｰ一一毎－一七曇画b

畜弧重し遍社態を感知Lﾉて､それを許せない
ゆ画争頗は始春専一毎字句弓寺寺“~浄轡蝉卓轡い単卓糞つむか漣琴酋■“鹸心争埋口鈷や卓“凸寸吟‐ぬ主公“律令必執宙▲

堂豆謝衰蟻.蝿鱈謹聴螺礎~ ~ …

自他の人権を尊重したり人権問題を解決した
■‐■P■■■凸一一争青一一pご‐‐~毎垂＝輔ら毎噛め｡｡画一辱察奎芒一一一一一一一一②■■“~凸邑ローーーー宰垂1

りする上で具体的に役立つ知識や技能
二一一一卑令蓉起岸廿一心■■七一四＝華垂其争冷邑一一やわ逆一画■舜甚益々七草－4■牟但＝埋堅一二邑一

鶴膿l鯛、資任などの瀦鵬念への理解
③人椛の発蕊や人獺侵害等の歴史や現撚こ関
する知雛

巻自騨感錆・閏己開示・偏見など、人椛課題
の解撫こ必要な概念(こ鱒する知撤
翰人椛関連の塞要な条例や法令に側す愚郊識
鶴互いの鵜違を認め、受容できるための技能
等能動的な頚聴、適切な自己表現等を可能と
するコミュニケーション技能
鈴対弦的腿題を非羅力的で、双方にとってプ
ラスとなるように解淡す為技能
轍機数の，購報を分析し‘公平で均衡のとれた
鍔織を導く櫛僧 等

④人間の尊厳、自己の赫値及び他者の赫値を
ｳ晋:

感熱する感覚

笹自画こついての肯定釣態度

轡自他鯵棚穐巻尊璽心襲景:と寸る意錬や態渡
③多様鍵I鋤学為鮒議溌尭態臘 ~ ‐ ~ ； ~
勘人椛捜害を受けようとじだいる人簿毒義援一
じょうとする意欲や態度．
､人縦の視蕊から自己慮身の行為に箕狂を負
う篭潅や態疫 ~: ~

患他街繊揃みや聯'l#を共感的に鍵容だき惑恕
職力や感受性 等

※「人椛感覚』と「知的理淵とが統合して、「人楠鰐題の解決に向かう実践力」につながります。
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Ⅶ．具体的取組

1．各学年人権HRA(ホームルーム活動)テーマー覧(公開人権HRA含む）

1年部 2年部 3年部

【人権HRA(4/11)】
一一弓一一…早 口－→q－

友とのコミュニケーション

【人権講話（4/17） 】

スクールセクハラ相談窓口告知／

高校1年生部落差別に関する調査

4月

1 ．

【人権HRA (7/17)】

迷信と差別

【校内公開人権HRA(7/10)】

言わない書かない取組

7月

I I
~

I I8月

【校外公開人権HRA(9/25)】

部落差別の歴史1

（平安時代～解放令）

・中津北全教職員

・校外参加者21名

（中津市教育委員会、中津教育

事務所、中津市役所人権・同和

対策課、中津市内小学校、中学

校、高等学校の教員）

9月

【校外公開人権HRA(10/30)】

SNSへの対応について

・中津北全教職員

・校外参加者21名

（中津市教育委員会、中津市役

所人権・同和対策課、中津市内

中学校、高等学校の教員）

10月

〆

11月

に ノ

【人権HRA(12/11)】

結婚差別/人権学習まとめ
冬休み課題： 人権作文12月

〆 、

’
1月 ノ足

【人権HRA(1/22)】 【人権HRA(1/22)】

~ ~~ ~人権講演会の事前・事後学習

【人権HRA(1/22)】

~~~人権講演会の事前・事後学習人権講演会の事前・事後学習

【人権HRA(2/5)】

人権講演会を振り返って

【人権HRA(2/5)】

部落差別の歴史2

(水平社宣言～現代）

(1/31から自宅学習開始）2月
~~~~~ ~ ~~~

30

人権平和講演会(7/18）被爆体験伝承者講話

夏休み課題：人権標語

人権講演会（11/13） 講師：

， テーマ： 「寝た子はネットで起こされる？
｜ ’さん
」ネット社会と部落差別の現実

、

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

人権講演会（1/22） 講師：

テーマ： I~人権学習は誰のため？」

さん



2．職員研修実績(3カ年）

2017年度

実施日 内 容テーマ
｣

講師I ’さん：フィリピンでの戦争体験について7/21(金） 人権平和学習

（全生徒教職員対象）

9/26(火） 講師藤本篤司指導主事:社会課題としての部落差別問題と法的対

応ついての研修

部落差別解消法に

学ぶ

10/25(水） 公開人権HRA 人権HRAの振り返りとして学年ごとに内容の分析および協議

1年「ネットトラブルについて」 2年「部落差別の歴史」

2018年度

実施日 ’ テーマ
7/11(水)｜校内公開3年人権HRA

内 容

就職差別に関する人権HRAを参観

さん:アフガニスタン紛争伺職から平和について考え鷹7/20(金） 人権平和学習

（全生徒教職員対象）

講師

る

講師! Iさん:部落差別に直面した人たちを支える立場と
しての体験談

9/14(金） 出会いの中で学んだこと

9/19(水) ｜校外公開2年人権HRA
10/24(水) ｜校外公開1年人権HRA

｢部落差別の歴史」の授業を参観し、振り返りの研修実施

｢SNSへの対応について」の授業を参観し、振り返り研修実施

講師l iさん:LGET雪雲者としての課題やこれからの社会
に求めること ~

11/2(金） 人権講演会

（全生徒教職員対象）

2019年度

実施日 内 容テーマ

7/2(火） 中津北高過去の事象に学

ぶ

中津北高でのこれまでの差別事象を全職員で振り返るとともに､今

後の部落問題学習への課題や取組についての協議

7/10(水) ｜校内公開3年人権HRA |就職差別に関する人権HRAを参観

7/18(木） 人権平和学習

（全生徒教職員対象）

講師I Iさん:被爆体験伝承者として広島の原爆について

語るとともに平和についての再認識

校外公開2年人権HRA

校外公開1年人権HRA

9/25（水）

10/30(水）

｢部落差別の歴史」の授業を参観し、振り返りの研修実施

｢SNSへの対応について」の授業を参観し、振り返り研修実施

人権講演会

（全生徒教職員対象）
講師一さん:自分自身の経験を交えた､ネット社会におけ
る部落差別問題について

11/13(水）

差別事象に係る研修1

差別事象に係る研修2

12/24（火）

R2.1/16("

差別事象に関しての考察と今後の研修について共通理解を図る

；さん講義:人権学習は誰のため？
講師I Iさん:自分の結婚差別経験から部落差別の現実と当
事者意識を伴う課題解決についての認識共有

R2.1/22(水） 人権講演会

（全生徒執職員対象）

R2.2/7(金） 差別事象に係る研修3 これまでの研修と人権講演会から学んだこと、課題、今後の展望に

ついての協議

R2.2/14(金) |差別事象に係る研修4 1研修会総括

3．過去の事象に関する研修職員研修

(1)実施日2019年7月2日 （火）

(2)出席人数31名

(3)内容

平成2年に起きた差別事象について、本校に勤務する教職員には正しい理解が必要なため、その内容について

資料を通した説明を行い、そこからポイントを以下の2点に絞り、班別でグループ討議を行った。

①討議ポイント

・このような事象が起こった理由・背景について

~ ・記載した生徒への聞き取りから考えられる生徒の意識について

②討議内容

・このような事象が起こった理由・背景について

・人権教育が形骸化していた。日頃の生活で、生徒間の関係、生徒・教員間の関係で互いお尊重し、相手を思
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いやる心を持った関係作りができていなかった。

・人を小ばかにすることで成り立つ人間関係（お笑い芸人のやり取りの真似)。

・部落差別の問題が身近なものとしてとらえられていない。

・パンフレット作成に係るチェック体制の不備 等々・ ・ ・

③記載した生徒への聞き取りから考えられる生徒の意識について

・相手の気持ちを深く考えることができない。

．「わかりません」という発言に、他者を思いやる心の欠如を感じる。

・同和問題に対する意識の低さ。

・中途半端な知識を面白半分に使用している。 等々・ ・ ・

この研修を今後の本校の人権教育の在り方についての、人権同和教育部としての検討材料としている。

4．講演会実績(3カ年）

2017年度

講師 内 容実施日 テーマ

部落差別解消法

より学ぶ

藤本篤司指導主事9/26（火）

（教賊員対象）

・同和問題とはどのようなものか

・現在も起きている差別事象について

・法律について

・授業の作りについて（ネットの現状をもとに生徒

にどんな力をつけたいかを協議）

＊2017年度は、全校生徒対象の人権講演会実施なし

2018年度

実施日 講師 内 容テーマ

| ’さん11/2 (金） ･LGBT当事者としての困りや問題

･社会課題としての取り組み

セクシャリティー

について考える

2019年度

内 容実施日 講師テーマ

｜
I 'さん11/13(水） 寝た子はネットで

起こされる？

･部落差別問題の現実

･ネット社会における差別事象

･社会課題としての取り組み

・自分の差別体験から感じたこと

5． 1人1研修実績（3カ年）

2017年度参加教職員数28名

実施日

8/18(金）

研修名（会場・開催地）

中津高人同研夏季研究大会 （中津南高等学校）

第44回九州地区人権・同和教育夏期講座 （佐賀市）8/23(水)～24(木）

10/27(金)～28(jz:) 第40回県人教研究大会（ﾋｭｰﾗｲﾂﾌｫｰﾗﾑ2016） （宇佐市）

11/15(水） 中津市人権講演会 (中津市文化会館）

第69回全国人権・同和教育研究大会12/2(jz:)～3(日） (松江市）

1/11(木)～12(金) |第32回啓発研究集会 (神戸市）

2018年度参加教職員数28名

研修名（会場・開催地）

中津高人同研夏季研究大会 （中津東高等学校）

第45回九州地区人権・同和教育夏期講座 （別府市）

第41回県人教研究大会（ﾋﾕｰﾗｲﾂﾌｫｰﾗﾑ2018) (日田市）

中津市人権講演会 （中津市文化会館）

第70回全国人権・同和教育研究大会 （大津市）

県人教主催のオープン講座

実施日

8/8（水）

8/20(月)～21（火）

10/20(土）

11/15（木）

11/17(jz:)～18(日）

8/9(木)、2/14(木）
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2019年度参加教職員数31名

~ 研修名（会場・開催地）

人権社会確立第39回全九州研究集会 （別府市）

~ 実施日

5/14(火)～15(水）

6/26(水)～27(木） 西日本夏期講座 (高松市）

7/20(士） 全人教課題別研究会 (中津市）

8/5(月） 中津高人同研夏季研究大会 (中津北高等学校）

第42回県人教研究大会（ﾋﾕｰﾗｲﾂﾌｫｰﾗﾑ2019） （臼杵市）10/18(金)～19(jz)

中津市人権講演会11/15(金） (中津市文化会館）

(津市）第71回全国人権・同和教育研究大会11/30(jz)～12/1(日）

5/23(木),7/23（火）

8/7(水),2/13(木）
県人教主催のオープン講座

ﾛ

6． 2019年度PTA総会資料

1 スクールセクハラ相談窓口案内

2大分県人権教育研究協議会賛助会員の募集について

平成31年5月11日

保護者各位

大分県立中津北高等学校

校長秋好寿紀

スクールセクノ､ラの防止に向けた取り組みについて（ご案内）

平素から本校の教育に対し、深いご理解とご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

さて、本校では人権教育部が中心となり、全校生徒・教職員ともに相互の人権を尊重し、豊かに共生できる学

校環境づくりのためにさまざまな実践を行っております。

その一つとして、スクールセクハラ相談窓口を設置し、保健・教育相談部と連携を取りながら生徒の悩みや相談

に迅速に対応できる体制を整えています。

つきましては、保護者の皆様方にも本校の取り組みにご理解いただき、気になることなどありましたら、担当

者までご連絡をお願いしますも

大分県立中津北高等学校

スクールセクハラ相談窓口担当

人権教育主任後田靖代

TELO979-22-0244

FAXO979-22-9919
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大県人教第45号

2019年4月1 1fi

大分県PTA連合会会長

各市町村PTA連合会会長

各学校PTA会長

様

様

様
F▲ 毛

公益社団法人大分県人椛教育研究協議姿
#&"

長 鎌手 勝~錨：今
云

池.：：
強晶堂』

ム

ﾙﾐ:.:識鑪；
:職騨､･画§

『

． ~.－－争一、凸凹．q錠一安どG一条も一一孝司

(印影印刷）

公益社団法人大分県人権教育研究協議会賛助会員の募集につ砥て（お願い）

貴職におかれましては、平素より公益社団法人大分県人権教育研究協議会の諸事業にご

理解、ご協力くださり、心より感謝申しあげます。

さて、本年度も賛助会員を募集しています。大分県内の学校教職員や行政職員の方々に

は正会員として人権教育の－－翼を担っていただいておりますが、各校区の保護者、一般市

民の方々にも是非ご入会していただきたく、賛助会員募集のご案内を添付し、お願い申し

あげます。

ご･一読いただき、趣旨ご賛同の上、是非多くの方々にご入会していただけますよう、お

取り計らい願えれば幸いです。ご支援の程、よろしくお願いいたします。

記

1．賛助会費

年間費 1， 200円

2． 申込み方法

各学校に人権教育担当者がいますので、学校（担当者）を通してお申し込みください。

その後は、学校担当者が研究会ごとにまとめて、県人教へ連絡してください。

3．添付資料

・公益社団法人大分県人権教育研究協議会賛助会員募集の趣意書

. 「みなさまの力を県人教に1 1」募集案内

・賛助会員申し込み用紙兼賛助会員名簿
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7．学習会活動のまとめ

2019年度は鶴居文化センターにて高瀬地区の高校生学習会を実施（高校生1名の参加)。現在31回開催。古

森地区は参加生徒がいないため休止中。

開催日時
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7月16日（月

9月2日（月）

9月9日（月）

9月17日（火）

9月24日（火）

9月30日（月）

10月7日（月）

10月21日~ （月）

10月28B(月）

11月5日（火）

卸
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一
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5月9日

5月13日
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5月30B(オミ）

6月4日（火）

6月13日（木）
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6月17日

6月24日

7月1日

7月8H

＊本人の希望により、基本的には補充学習を中心に実施

8~地区での懇親会

（1）地区懇親会

中津地区高等学校人権・同和教育研究会では、20年前から地区の方たちとの懇親会を毎年実施している。

当会では､地区の方々とのつながりを深め、当事者の声に耳を傾けることで､学校の部落問題学習に反映する

とともに、部落差別問題の解消に取り組んでいくことを目的としている。参加者が本音で語り合える大変意

義のある会として今後も参加者の幅を広げながら継続していきたい。

(2)概要

日時・場所 9月20日（金） 19時～21時 葉月

参加者 部溝靹阜放同盟中津支部3名、中津地区高等学校人権・同和教育研究会：20名

（内訳：各校管理職、人権同和教育推進リーダー、人権担当者）

次第： 1 開宴の言葉

2中津地区高人同研会長挨拶

3部落解放同盟中津支部長挨拶

4乾杯

~ 5 自己紹介

6終わりの言葉

9．対話会まとめ

(1)対話会

教職員研修の一つとして位置づけられた会で､毎年中津地区高等学校・高等部において、持ち回りで開催し

ている。全教職員が「差別の現実から深く学ぶ」という原点に立ち戻り、部落解放同盟中津支部の方々との

交流を通して、人権意識のさらなる向上を図り、人権教育を推進するとともに、部落差別問題の解決に向け

て協力関係を構築している。

(2)今年度の実績

日時・場所11月29日 （金） 15：30～16:30中津東高等学校大会議室

参加者 部落解放同盟中津支部3名、コーディネーター1名 中津東および他校の教職員

協議内容 部落差別の現実 学校における部落問題の取組方法教職員の人権意識の向上

(3)2012年度～2021年度（予定）対話会実施校

2013年度
一

中津支援

2014を同鬘 2015年度 2016年度2012年度

東九州龍谷
中津南中津東 中津北

中津南耶馬溪校 中津東定時制

2017年度 2018年度
一

中津支援

2019年度 2020年度 2021年度

東九州龍谷
中津南(予定）中津東 中津北（予定）

中津南耶馬溪校 中津東定時制

※東九州龍谷高校、中津支援学校、中津南耶馬渓校、中津東定時制は、小規模校のため1年間に2校実施
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中津北高校人権・同和教育関係書籍一覧

出版社名/著者名書名 書名 出版社名/著者名

解放出版社上村／英明鑪別と迷備被差別部落の歴史社会の科学入IⅡ1シリーズ 仮説社/住本健次板倉聖宣 知っていますか？アイヌ民族一問一答］ 36

近世部落の史的研究上巻 解放出版社 被差別部落一千年史岩波文庫 岩波書店/高棚貞樹2 37

石川兄ちゃんとりもどそう1

部落解放子ども会はたたかう狭111鑑別栽判41 Ij
近世部落の史的研究下巻 解放出版社 狭山中央闘争委員会3 38

差別が奪った背奪実録・狭山平糾
俺は善枝ちゃんを殺していない！

解放出版社 とことん1部落問題 識談社/角岡伸彦394

知っていますか？高齢化社会と人権一問一答 解放出版社 被差別部落の青春 諦談社/角岡伸彦405

被差別民とその部落の起こりと歴史
被差別部落法制史と人権

知っていますか？女性差別一問一答 解放出版社 国書刊行会/山中順雅6 4］

解放出版社知っていますか？ハンセン病と人権一問一答 暮らしの中で迷信と差別を考える427 錨別墓石・法戒名を間い考える会

知っていますか？部落問題一問一答 解放出版社 三重県人権問題研究所風の旅人8 43

同和教育への提言
第47回全国同和教育研究大会特別部会

部落解放運動基礎資料集第1巻 解放出版社 全国同和教育研究協雛会9 44

解放出版社／「西光万吉
鰭I

西光万吉集 被差別部落の世間ぱなし武州児玉の聞き書 筑摩書房/小林初枝4510

解放出版社/稲垣有一部落史をどう教えるか 差別・その根源を問う上朝日選書2504611 朝日新聞社/野間宏安岡章太郎

部落史をどう教えるか 解放出版社/稲垣有一 差別・その根源を問う下朝日選書2514712 朝旧新I川祉/野間宏宏岡軍太郎

みんなの命輝くために 部落史用語辞典 柏書房/小林茂解放出版社/熱田ジャーナル 4813

ここが大切1人権啓発 解放出版社/山中多美男 部落史の再発見続 部落解放・人権研究所14 49

部落解放基本法制定
哩求圃民諏動中央実行霧

新修部落問題事典 解放出版社/秋定嘉和 いのち愛人権部落差別は、いま25015

部落「解放令」の研究 解放出版社/小林茂 これからの解放教育学力保障とカリキュラム創造 部落解放研究所16 51

あした元気になあれ部落に生まれてよかった 解放出版社/松村智広 就職差別NO1 部落解放研究所5217

放送禁止歌 解放出版社/森達也 史料集明治初期被差別部落 部落解放研究所18 53

解放出版社/川元祥一山の粥部落の伝承十話 新聞でみる部落問題1995年版 部落解放研究所5419

差別語を考えるガイドブック 解放出版社/叫洞宗宗務庁 図説今日の部落差別各地の実態鯛査結果より 部落解放研究所5520

解放出版社/谷口真由美
萩I宝チキ沌、大介川口泰

ネットと差別扇動フェイク/へイト/部落差別 図説今日の部落差別各地の実態鯛査結果より 部落解放研究所21 56

江戸社会と弾左衛門 解放出版社/中尾健次 にんげん賛歌私の人権教育人権プックレッI、 35 部落解放研究所22 57

知っていますか?子どもの虐待一問一答 解放出版社/田上時子 部落解放運動雌礎資料災差別糾弾・行政棚争第4巻 部落解放研究所23 58

解放出版社/藤田正 部落史の再発見メッセージ・ソング「イマジン」から「君が代」まで 部落解放研究所5924

部落史・部落問題学習のすすめかた 解放出版社/藤里晃 部落問題事典25 部落解放研究所60

明治初期被差別部落人権の授業をつくる 部落解放研究所26 6］解放出駿社:/奈良熟同和教育研究会

勇気がでてくる人権学習傍観から行動 解放出版社/白井俊一 国際人権知る．調べる．考える27 62 部落解放研究所/山崎公士

勇気がでてくる人権学習2 解放出版社/白井俊一 部落の歴史差別の歴史から学ぶ人椛ブックレット1 部落解放研究所/小林茂28 63

解放出版社/八木晃介反差別と教育労働部落解放新書6 婦人のちからで解放を 部落解放同盟29 64

解放出版辻
部落解放閥盟中央本部111央狭山闘
争本部

無実の獄25年狭山事件写真集 解放の道ひとすじ上杉佐一郎の生涯6530 部瀞解放I‘1蝿九州地方協離会

解放出版社
本田雅和風砂子デアン
ジェリス

環境レイシズムアメリカ「がん回廊」を行く 部落解放運動基礎資料集第2巻 部落解放同盟中央本部6631

解放出版社/林田哲治子どもが絵本と出あうとき 部落解放運動基礎資料集第3巻 部落解放同盟中央本部6732

子どもが絵本と出あうとき2 解放出版社/林田哲治 部落第1巻 部落問題研究所6833

若き教師たちへ「同和」教育運動で学んだこと 解放出版社/林力 部落第2巻 部落問題研究所34 69

国際人権規約と人間解放部落解放新書4 解放出版社/和島岩吉 部落第3巻 部落問題研究所35 70
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大分県人権教育研究協議会推薦の啓発図書一覧

本校
蔵書

書名 出版社名/著者名 出版社名/著者名書名

部落第4巻 部落問題研究所 新修部落問題事典 ○7］ 1 解放出版社/秋定嘉和、杜正＊

部落第5巻 部落問題研究所 知っていますか？高齢化社会と人権一問一答 解放学習社72 2 ○

部落第6巻 部落問題研究所 被差別部落の青春 解放学習社/角岡伸彦 ○73 3

部落第7巻 部落問題研究所 差別と迷価被差別部雑の歴史社会の科学入iⅡ1シリーズ ○74 4 仮説社/住木健次板倉W1寅

部落第8巻 部落問題研究所 知っていますか？アイヌ民族一問一答 解放学習社/上村英明75 5 ○

部落第9巻 部落問題研究所 知っていますか?子どもの虐待一問一答 解放学習社/田上時子 ○76 6

部落第10巻 部落問題研究所 解放学習社/藤田正7 メッセージ・ソング「イマジン」から「君が代」まで ○77

部落第11巻 部落史・部落問題学習のすす~めかた部落問題研究所 解放学習社/藤里晃 ○78 8

部落第12巻 部落問題研究所 若き教師たちへ「同和」教育運動で学んだこと 解放学習社/林力 ○79 9

部落第13巻 部落問題研究所 これでなっとく！部落の歴史 解放出版社108(）

部落第14巻 部落問題研究所 解放出版社81 11 祉会科日本史でやってみよう 郁蒋問題学習の授業ネタ2

アクティブに『あたりまえ」を
~疑ってみよう部蕗冊甑学習の授業ネタ3

部落第15巻 部落問題研究所 解放出版社82 12

部落第16巻 部落問題研究所 解放出版社83 13 被差別マイノリティのI､ま～差別禁止法制定を求める当那考の声へ

部落問題資料第3集 部落問題研究所出版部 多様性教育入門～参加型人権教育の展開～ 解放出版社84 14

部落問題をどう教えるか 解放出版社85 15 5歳から18歳でやってみよう部薄問題学習の授業ネタ郁蒋問題研究所出版部/東・'2鐡亦

はじめてみよう！これからの部藩問題学習
小学校、中学校一商校のプログラム～

解放教育へのり肌跡福岡県「同和」教育運動史資料編 解放出版社福岡県同和教育研究協会 1686

｢同和」教育はなぜ必要か教育新書10 明治図書/村越末男 解放出版社87 17 部落解放論の最前線～多角的な視点からの展開～

差別が奪った青春実燥・狭山恥{!’
俺は善枝ちゃんを殺していない！

部落と学校と変革と解放教育選書2 明治図書出版/玉本格 解放出版社 ○88 18

部落解放教育の思想解放教育選書4 明治図書出版/福地幸造 知っていますか？女性差別一問一答 解放出版社 ○89 19

被差別部落の民話部落に伝わる根っ子話第1集 明石書店/田中竜雄 知っていますか？ハンセン病と人権一問一答 解放出版社 ○9(） 20

いのちの食べかたよりみちバン1セ03 理論社/森達也 知っていますか？部落問題一問一答 解放出版社9］ 2］ ○

ネットと差別扇動フェイク/へイト/部落差別 解放出版社 ○22

無実の獄25年狭山事件写真集 解放出版社 ○23

ネッI､暴発する部落差別
部落差別解消推進法の理念を具体化せよ

解放出版社/北口末広24

講談社/角岡伸彦25 とことん1部落問題 ○

部落史の再発見 部落解放研究所26 ○

部落史の再発見続27 部落解放人権研究所 ○

私を創ったもの～いのちの輝きを綴る～ 明治図書/土田光子28

醗尭さ‘ 鑑諺
■

》
》
》唾一千

卜

~~~ －－－画』
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人権学習Iさ誰のため？～部落差別解消、差別事象と自分自身～
2020年1月_ia_日一一一

大分県人権教育研究協議会事務局 I
1．教職員や生徒の部落問題認識
･大分県教委調査2018年県立高校2校の教員77名調査、2019年県立高校1校52名調査
･市教委調査2016～2018年、幼小中職員、実施市町村(4市町よりデータ提供）

Q1.あぢだIさ､部落問題の次の用語について､どのような認識ですか(幼小中教職員2492人）

部落問題に関する幼小中教職員の知識(3市町調査）
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50歳以上 40歳代 30歳代 20歳代

中津北高校職員アンケート(1）

03 部落問題の次の用語について、どのような認識ですか？

幾1
1．解放令 20代

①:人に説明できる 100％

②:言葉を知っている程度 0％ 71%’
0%③:よく知らない 0%｜

年代別 100％ 100%’

2~水平社宣言 20代 30代 ’ 40代 ｜
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①:人に説明できる 0%1 29%| 50MI

②:言葉を知っている程度 100% 71% 50% 29% 47%

0% 0% 0%③：よく知らない 0% 0%

年代別 100% 100% 100% 100% 100%

47％

熱 鐺
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中津北高校生徒の人権学習アンケートより
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Z・部落問題に関わる歴里的出来事
じんしん

・壬申戸籍 ・全国部落調査 ・同和対策審議会答申

1600頃(270年)1871,72(50年)1922 3558 65 76 (43年) 2019

･270年間で ・解放令 ･3/3 ・国策樹立請願運動 ．大分人権学習開始

身分制度確立 全国水平社結成

1872年の壬申戸籍には､|日身分が記載されており、閲覧が自由であった｡そのため､1968

年には、被差別部落民かどうかを探り出すためにこの戸籍が用いられようとした事件

が発覚した。今は各地の法務局に包装封印されて厳重に保管され、閲覧が不可能。
1



部落差別の実態を踏まえた（国策樹立請願）運動と政治の結果
↓

1965年同和対策審議会答申．。｢国の責務、国民的課題、環境改善対策｡規制･救済が必要｣と明記

1969年同和対策事業特別措置法～ZOOZ年3月地域改善対策特定事業に係る国の財政

上の特別措置に関する法律（地対財特法）の失効までは ！

同和問題に関する特別措置法があった

Z015年11月「人権課題解決に向けた和歌山県集会」 （東京)で稲田朋美政調会長が「自
民党は人権問題を包括的にではなく、個別法で対応する方針」を示す

2016年①障害者差別解消法②ヘイトスピーチ解消法③部落差別解消推進法

=．部落差別解消推進法（詳細は別紙1）の意義と課題

（1）意義について

。「部落差別」の名称がついた初めての法律

。第一条で「現在もなお部落差別が存在する」と国が認めた

・第一条で「部落差別は許されないものである」と明記

・差別情報を削除したというが・ ・ ・

→課題：差別に対する（ ）の必喜性

4.差別事件､友の会活動

う.今回の差別事象から部落差別解消のために学校でやるべきごと(グルーロZ討論）

この研修内容を受けて、人権HRAの最後の押さえは？

※「ひとごと」から「わがこと」にするために

2



別紙1

2016年12月16日に公布。施行された

「部落差別の解消の推進に閏する法律（部落差別解消推進法)」の全文

（目的）

第一条この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展

に伴って部落差別に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民

に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許さ

れないものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であること

に鑑み、部落差別の解消に関し、基本理念を定め､~並びに国及び地方公共団体

の責務を明らかにするとともに､相談体制の充実等について定めることにより、

部落差別の解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的と

する。

（蟇本理念）

第二条部落差別の解消に関する施策は､全ての国民が等しく基本的人権を享

有するかけがえのない個人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、

部落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努める

ことにより、部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければ

ならない。

（国及び地方公共団体の責務）

第三条国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講

ずるとともに､地方公共団体が講ずる部落差別の解消に関する施策を推進する

ために必要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。

2 地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国

との適切な役割分担を踏まえて、国及び他の地方公共団体との連携を図りつつ、

その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。

（相談体制の充実）

第四条国は､部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図る

ものとする。

2地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応

じ､部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るよう努める

ものとする。

（教育及び啓発）

第五条国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとす

る。

2 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応

じ、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うよう努めるものとす

る。

（部落差別の実態に係る調査）

第六条国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団

体の協力を得て、部落差別の実態に係る調査を行うものとする。

3
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早期退職して、
識遍路16年4月～

人権学習鯵誰働麓鋤？
～部落差別解消､差別事象と自分自身～

2020年1月16日

大分県人権教育研究他罐会事務局灘

~~ ~ ~ ~~

生徒の部落問題認識け
り
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部落問題に関する教職員の知識
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中津北高校の差別事件
中学校教科書の要約

・えたと時ばれた人々は．住む場所“人との交

際を制限されたが、一般的な農林漁業を営み．
年貢を紬める人も多かった。

”畿事以雛に役として蕊んだ牛馬鯵弛理、農地

開拓、町や村の警備．城や寺社の清掃などを
命じられた。

・ひにんと呼ばれた人々は町や村の警備、芸能

などに従事した。

．これらの人々も社会鮪に必要とされる縫事や
鐙割・文化を蕊って毒た°

。その身分は､瞭則として親子代々受けつが私た｡~

・えたと時ばれた人々は．住む場所“人との交

際を制限されたが、一般的な農林漁業を営み．
年貢を紬める人も多かった。

。畿事以雛に役として蕊んだ牛馬鯵弛理、農地

開拓、町や村の警備．城や寺社の清掃などを
命じられた。

・ひにんと呼ばれた人々は町や村の警備、芸能

などに従事した。

．これらの人々も社会鮪に必要とされる縫事や
鐙割・文化を蕊って毒た°

。その身分は､瞭則として親子代々受けつが私た｡~

部落差別の実態はなお深刻です｡大分県内でも
残念ながら地域や教育現場などで差別事象が起き
ました｡これはその内の一つ､中津北高校でﾕ990
年4月18日の1年生の歓迎遠足の際に使用した部

活動紹介のパンフレットの差別事件の糾弾学習会
の様子です。 大分県人教のパネルより

マイナズか毎覇ラスイ〆一ジヘ

線差別部落の人だぢの運動とiさ？
差別か易働解欽運動(解族令潔来）

義務教育は無償どする

(憲法26条）
↓

・教科書無償

認落問題関連の差別事件の

背景や課題

･今も部落差認があるか知らなかった。

｡被差別部落の生溌〃厳しさが印象に
残っている。

､臺夛勇謝錐溜鼠競鯉
とが巳常茶熊事

・生徒に対して、授業後の認識度合いの
確認ができていない。

i 大今る鱗 . ‐、
轟峰.,Yﾌｰ企1窒謬
で毒●ターロ■

差別に抗って
部落解放友の会として

県教委へ要請行動

を②他にも
部落解放運動の恩恵が

｡奨学金制度鰯充襄

･戸籍の塵由閲覧禁止

･全国高等学校統一用紙
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狭山事件の再審開始を求める

ビラ配布活動

騨
狭山事件の再審開始を求める

ビラ配布活動
部落解放第“回大分県高校生･中学生集会

2019

鴬篝毒毫

講演会
熱謡藍一．"騨 弄

部落解放大分県高校生｡中学生友の会

「交流学習会」 ユ9年'2月22日国東市隣保館

中津北 さ灘 ん
車嘩串‘壁謹､ ､壁
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部落差別解消推進法賎立！

意義①『部落差別』の名称が

法律に初めて盛り込まれた

②『今もある』と国が認めた

③『許されない』と明記

。『全國部落調査』に記載がある地区
の中で100戸を超えているのは、以下
の2地区のみである。

1.大分市○○町－116戸

2.中津市○○‐112戸

※その地区(部落)に多い名字､個人名や
運動団体の役職も掲載している！
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2019年11月13ヨの出来事から

16時1○分ころ

・部落差別の講演会があった後に、

ある生徒が入ごとのように禰
I_~~ ~ |iと言っていたのを聞
いて、あまりよい気持ちでなかっ

た生徒Aがいた。

部落差別解溝推進法により、

部落差別した人は処罰されるのか？

・正解:処罰規定がないので

処罰なし｡ ~
・蔀落差別篭蕊けた人（糖神蕊、

身体的、経済的苦痛》も救
済されない！

中津北高の11月の事件を生徒に知ら

せて人権学習するときの押さえは？
Aさんはどうする？

グ処一認で議論して静よう§

どうし諺毎．生徒に訴衾ることが茜きるか？

崖シト部落解舷友の会蓉請行動の牢烏
⑳孜科書だけに終わらず、

先生自身で学んだことを教えてほしい

②総差別部落の人たちに毛つとかかわってほしい
③人権学習をしている-j方で人権侵害をしている

旬

毎
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